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 そして第 2 章から第 4 章までは、日本におけるガソリン価格がマイカー利用、公共交通
利用、マイカー保有といった交通行動に与える影響について、1987 年から 2008 年という
長期時系列データを用いた計量モデルを構築して、政策的に活用できる形を意識しつつ、
分析を進めている。 































なお、第 2 章は Journal of the Eastern Asia Society for Transportation Studies, No.9、
第 3 章は『運輸政策研究』16 巻 1 号、第 4 章は Socio-Economic Planning Sciences, no.48、


























 所要の修正が完了したので、博士(政策研究)= Doctor of Policy Studies の学位を授与す
べきであるとの結論に達した。 
 
